A Learning Support System Using Excel and PowerPoint by unknown
鹿児島工業高等専門学校
研究報告 40 (2005) 
13"-' 18 
ExcelとPowerPointを活用した学習支援システム
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A Learning Support System U sing Excel and PowerPoint 
Shigeru EN0K1Z0NO ， Sa;戸別SAKAIDA，組dMasatoshi WAKIBE 
h出ispapeζwe report on a handy Learning Support System血atuses the personal ∞mputer and familiar 
application so食ware.We USe Excel to make the da旬 baseand PowerPoint to display the problem. Macro白nctions
ぽ'eused to make the system.百leaim of a learning support sys旬misωa町actstudent's interest and to加prove
problem solving skils.官邸systempresents problems in血equizゐrmso白at白山町cane吋oys加dyinga subject. 
As a result of the questionnaire survey to s加den伐 itis found血atthis system is useful for the review of a subject. 
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ちらとも言えない 13札工夫がほしし¥17首で、あった. 7 
割の人が適切であると答えていることから，本システ
ムの提示方法には不十分な点もあるが，ある程度は満
表2.質問?の回答
本システムに更に追加したらよいと思われる機能 件数
絡了後に正解率を計宜して表示するようにすれば良ν 4件
解説に図形や画tがもっとあれば良い 3件
毎回同じ順番に問題が出るのではなく，順番を違えるほうが長い 2件
不正解時(::::は解答を表示しないで，選択したものめ解説を表示する 1件
解答の履歴が後で分るようにする 1件
間違った問題を最後に示すようにする 1件
もう少しカラ叫で見やす〈すれば良L、 1件
マウスが捕えないようにすべきだ 1件
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足していることが分る.また表2.に質問7への回答
をまとめて示した.
7. あとがき
本稿で、はパソコンに標準的にインストールされてい
るソフトを活用し，簡便に作成できる小規模な学習支
援システムの概要について報告を行った.システムの
作成に当たっては， ExcelやPPのマクロプログラミン
グと PPとExcelファイルとの連携マクロについて，調
査・学習しながらコーディングを行ったので，調査が
不充分で効率の良くない表現の部分も多い.今後改良
を行っていきたい.また，アンケート調査で指摘され
たように，システムの利用者の立場に立てば問題や解
答の提示方法などについてもまだ改良すべき点がある
ことが分った.例えば，学習を終えた時に正解率を表
示することや，毎回同じ順番に問題を提示するのでは
なく，ランダムに問題を提示することなどである.筆
者らは既にこのような点を改善すべく新たなシステム
の開発に取り組んでいる.この件については改めて報
告する予定である.
本システムは榎園の指導の下で，平成 15年度の情報
工学科 5年生境田小百合さんが卒業研究のテーマとし
て取り組み作成したものである.当初はマクロ機能に
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ついての知識が乏しく調査と学習に多くの時間を割い
た.しかし，理解が深まるにつれて楽しみながらシス
テム作りができるようになってきた.今回のシステム
作成を行ってみて，学習支援システムの作成は適度な
難易度と創造性が要求され，情報工学科5年生の卒業
研究のテーマとして適切であることが分った.同時に，
問題と解答の準備の作業をする過程で，教材テーマを
勉強し直すという副次的な効果もあることが分った.
今後は更に良いシステムを目指して改良を行なってい
きたい.
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